
(57)【要約】

  

【課題】  踵部が着地時にかかる負荷を軽減し、足甲側

指付け根部、足裏側指付け根部は足指の股部の通気性を

促進する足の各部位に応じた機能を有する靴下を提供す

る。

【解決手段】  踵部Ａ以外の部位は表糸に綿糸３本、踵

部Ａは表糸に綿糸４本用い、裏糸に弾性糸を芯糸とし合

成繊維からなるフィラメント糸をカバリングしたカバリ

ング糸を用いてパイル編で編成し、爪先部Ｊのゴアライ

ンを小さくして編成したことを構成するものである。

【選択図】      図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  踵 部 Ａ 以 外 の 部 位 は 表 糸 に 綿 糸 ３ 本 、 踵 部 Ａ は 表 糸 に 綿 糸 ４ 本 用 い 、 裏 糸 に 弾 性 糸 を 芯
糸 と し 合 成 繊 維 か ら な る フ ィ ラ メ ン ト 糸 を カ バ リ ン グ し た カ バ リ ン グ 糸 を 用 い て パ イ ル 編
で 編 成 し 、 爪 先 部 Ｊ の ゴ ア ラ イ ン を 小 さ く し て 編 成 し た こ と を 特 徴 と す る 靴 下 。
【 請 求 項 ２ 】
  前 記 靴 下 は 、 足 首 部 の 後 側 Ｂ は パ イ ル 編 を 、 足 首 部 の 前 側 と こ れ に 接 続 す る 足 甲 部 Ｅ は
交 互 に メ ッ シ ュ 編 と パ イ ル 編 を 、 土 踏 ま ず 部 Ｃ は メ ッ シ ュ 編 を 、 足 底 部 Ｌ は パ イ ル 編 を 、
前 記 足 甲 部 の 前 側 Ｄ は パ イ ル 編 を 、 足 甲 側 指 付 け 根 部 Ｆ は メ ッ シ ュ 編 を 、 足 裏 側 指 付 け 根
部 Ｇ は メ ッ シ ュ 編 を 、 爪 先 部 Ｊ は パ イ ル 編 に そ れ ぞ れ 編 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の 靴 下 。
【 請 求 項 ３ 】
  前 記 靴 下 は 、 足 甲 部 Ｅ は 交 互 に メ ッ シ ュ 編 と パ イ ル 編 を 、 土 踏 ま ず 部 Ｃ は メ ッ シ ュ 編 を
、 足 底 部 Ｌ は パ イ ル 編 を 、 前 記 足 甲 部 の 前 側 Ｄ は パ イ ル 編 を 、 足 甲 側 指 付 け 根 部 Ｆ は メ ッ
シ ュ 編 を 、 足 裏 側 指 付 け 根 部 Ｇ は メ ッ シ ュ 編 を 、 爪 先 部 Ｊ は パ イ ル 編 に そ れ ぞ れ 編 成 し た
請 求 項 １ 記 載 の 靴 下 。
【 請 求 項 ４ 】
  前 記 足 首 部 の 後 側 Ｂ 、 前 記 土 踏 ま ず 部 Ｃ 及 び 足 甲 部 Ｅ は 、 ダ ブ ル カ バ リ ン グ 糸 を 挿 入 し
た 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 靴 下 。
【 請 求 項 ５ 】
  前 記 踵 部 の ゴ ア ラ イ ン を 大 き く し た 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 靴 下 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  本 考 案 は 、 靴 下 の 各 部 位 に 応 じ た 機 能 を 有 す る 靴 下 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  靴 下 の ず り 落 ち を 防 止 し 、 蒸 れ の な い 靴 下 を 提 供 す る た め に 、 足 首 部 を 締 め 付 け 組 織 と
し 、 表 糸 と 裏 糸 と 弾 性 糸 を 使 用 し た 靴 下 は 公 知 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ４ ６ ５ １ １ 号
【 ０ ０ ０ ３ 】
  し か し な が ら 、 前 記 靴 下 は 、 着 用 者 が 歩 行 時 に 踵 部 か ら 着 地 す る 際 に 、 踵 に か か る 負 荷
（ シ ョ ッ ク ） を 軽 減 さ せ る も の で は な い 。 ま た 、 足 首 部 を 締 め 付 け 組 織 と し て い る が 、 足
首 部 の 前 面 に は し わ が 形 成 さ れ 、 靴 下 と 靴 と の 摩 擦 に よ り 、 靴 ず れ を 生 じ る こ と が 欠 点 と
な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
  ま た 、 保 温 性 と 吸 湿 性 を 表 側 の 耐 摩 耗 性 を 改 善 す る た め に 、 靴 下 の 裏 面 を パ イ ル 組 織 に
編 成 し た 靴 下 も 公 知 で あ る 。
【 特 許 文 献 ２ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ４ ６ ５ １ １ 号
【 ０ ０ ０ ５ 】
  し か し な が ら 、 靴 下 全 体 が パ イ ル 編 で 編 成 さ れ て い る た め 、 土 踏 ま ず 部 、 足 甲 側 指 付 け
根 部 、 足 裏 側 指 付 け 根 部 に 汗 が 溜 り 、 通 気 性 が 良 好 と い え な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
  更 に 、 ず り 落 ち を 防 止 し 、 蒸 れ な い 靴 下 を 提 供 す る た め に 、 口 ゴ ム 部 か ら 足 首 部 ま で の
脚 部 と 踵 部 と 足 甲 部 と 爪 先 部 パ イ ル 編 に 編 成 し 、 脚 部 を 締 め 付 け 組 織 と し た 靴 下 も 公 知 で
あ る 。
【 特 許 文 献 ３ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ４ ９ ３ ４ ３ 号
【 ０ ０ ０ ７ 】
  し か し な が ら 、 足 甲 側 指 付 け 根 部 、 足 裏 側 指 付 け 根 部 は 通 気 性 が 良 好 と い え な い の で 、
通 気 性 に 難 点 が あ る 。
【 考 案 の 開 示 】
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【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
  叙 上 の 事 情 に 鑑 み 、 本 考 案 は 、 踵 部 が 着 地 時 に か か る 負 荷 を 軽 減 し 、 足 甲 側 指 付 け 根 部
、 足 裏 側 指 付 け 根 部 は 足 指 の 股 部 の 通 気 性 を 促 進 す る 足 の 各 部 位 に 応 じ た 機 能 を 有 す る 靴
下 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
  本 考 案 は 、 ま た 、 足 首 部 の ア キ レ ス 腱 の 部 分 は 保 護 と 保 温 を 良 好 に し 、 土 踏 ま ず 部 は 確
実 に サ ポ ー ト し て 足 の ア ー チ を 保 持 し 、 足 首 部 前 面 は し わ を 吸 収 す る よ う に し て 、 足 の 各
部 位 に 応 じ た 機 能 を 有 す る 靴 下 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
  上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 考 案 は 、 踵 部 Ａ 以 外 の 部 位 は 表 糸 に 綿 糸 ３ 本 、 踵 部 Ａ は
表 糸 に 綿 糸 ４ 本 用 い 、 裏 糸 に 弾 性 糸 を 芯 糸 と し 合 成 繊 維 か ら な る フ ィ ラ メ ン ト 糸 を カ バ リ
ン グ し た カ バ リ ン グ 糸 を 用 い て パ イ ル 編 で 編 成 し 、 爪 先 部 Ｊ の ゴ ア ラ イ ン を 小 さ く し て 編
成 し た 靴 下 を 構 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
  本 考 案 は 、 ま た 、 前 記 靴 下 は 、 足 首 部 の 後 側 Ｂ は パ イ ル 編 を 、 足 首 部 の 前 側 と こ れ に 接
続 す る 足 甲 部 Ｅ は 交 互 に メ ッ シ ュ 編 と パ イ ル 編 を 、 土 踏 ま ず 部 Ｃ は メ ッ シ ュ 編 を 、 足 底 部
Ｌ は パ イ ル 編 を 、 前 記 足 甲 部 の 前 側 Ｄ は パ イ ル 編 を 、 足 甲 側 指 付 け 根 部 Ｆ は メ ッ シ ュ 編 を
、 足 裏 側 指 付 け 根 部 Ｇ は メ ッ シ ュ 編 を 、 爪 先 部 Ｊ は パ イ ル 編 に そ れ ぞ れ 編 成 し た 靴 下 を 構
成 す る も の で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
  本 考 案 は 、 上 記 の よ う に 踵 部 Ａ 以 外 の 部 位 は 表 糸 に 綿 糸 ３ 本 、 踵 部 Ａ は 表 糸 に 綿 糸 ４ 本
用 い た の で 、 着 用 者 が 歩 行 時 に 踵 部 か ら 着 地 す る 際 に 、 踵 に か か る 負 荷 を 軽 減 さ せ る こ と
が で き る 。 ま た 、 足 首 部 を 締 め 付 け 組 織 と し て い る が 、 足 首 部 の 前 側 と こ れ に 接 続 す る 足
甲 部 Ｅ は 交 互 に メ ッ シ ュ 編 と パ イ ル 編 で 編 成 し た の で 、 足 首 部 の 前 面 に は し わ が 形 成 さ れ
な く 、 靴 下 と 靴 と の 摩 擦 に よ り 、 靴 ず れ を 生 じ る こ と が な い 。 更 に 、 爪 先 部 の ゴ ア ラ イ ン
を 小 さ く し て 編 成 し 、 足 甲 側 指 付 け 根 部 と 足 裏 側 指 付 け 根 部 は メ ッ シ ュ 編 で 編 成 し た の で
、 足 甲 側 指 付 け 根 部 、 足 裏 側 指 付 け 根 部 は 通 気 性 が 良 好 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
  本 考 案 の 靴 下 と は 、 ハ イ ソ ッ ク ス を 始 め と す る 、 タ イ ツ 、 ス ト ッ キ ン グ 、 オ ー バ ー ニ ー
等 を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
  本 考 案 の 靴 下 を 、 以 下 図 面 に 基 づ い て 、 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 考 案 の 短 靴 下 の 一
実 施 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
  靴 下 １ は 、 全 体 と し て 、 表 糸 に ３ ０ 番 手 な い し ４ ０ 番 手 の 綿 糸 を 用 い 、 裏 糸 に ４ ０ デ ニ
ー ル の ポ リ ウ レ タ ン 弾 性 糸 を 芯 糸 と し １ ０ ０ な い し １ ５ ０ デ ニ ー ル の ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ
メ ン ト 糸 を カ バ リ ン グ し た シ ン グ ル カ バ リ ン グ 糸 を 用 い て 編 成 す る 。 な お 、 口 ゴ ム 部 Ｋ 、
足 首 部 Ｂ 及 び 土 踏 ま ず 部 Ｃ 及 び 足 甲 部 Ｅ は 、 更 に 芯 糸 の １ ８ ０ デ ニ ー ル の ポ リ ウ レ タ ン 弾
性 糸 に ７ ５ デ ニ ー ル の ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 糸 を ダ ブ ル カ バ リ ン グ し た ダ ブ ル カ バ リ
ン グ 糸 （ Ｄ Ｃ Ｙ ） を 挿 入 す る 。
  な お 、 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 糸 に 代 え て ナ イ ロ ン フ ィ ラ メ ン ト 糸 等 合 成 ナ イ ロ ン フ
ィ ラ メ ン ト 糸 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
  具 体 的 に は 、 口 ゴ ム 部 Ｋ は 、 表 糸 に ３ ２ 番 手 単 糸 の 綿 糸 ３ 本 と 、 裏 糸 に ４ ０ デ ニ ー ル の
ポ リ ウ レ タ ン 弾 性 糸 を 芯 糸 と し １ ５ ０ デ ニ ー ル の ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 糸 を カ バ リ ン
グ し た シ ン グ ル カ バ リ ン グ 糸 と を 用 い て ゴ ム 編 に 編 成 す る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 3113253 U 2005.9.2



【 ０ ０ １ ７ 】
  足 首 部 の 後 側 Ｂ の ア キ レ ス 腱 の 部 分 は 、 表 糸 に ３ ２ 番 手 単 糸 の 綿 糸 ３ 本 と 、 裏 糸 に ４ ０
デ ニ ー ル の ポ リ ウ レ タ ン 弾 性 糸 を 芯 糸 と し １ ５ ０ デ ニ ー ル の ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 糸
を カ バ リ ン グ し た シ ン グ ル カ バ リ ン グ 糸 と を 用 い て パ イ ル 編 を 編 成 し 、 更 に 芯 糸 の １ ８ ０
デ ニ ー ル の ポ リ ウ レ タ ン 弾 性 糸 に ７ ５ デ ニ ー ル の ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 糸 を ダ ブ ル カ
バ リ ン グ し た ダ ブ ル カ バ リ ン グ 糸 （ Ｄ Ｃ Ｙ ） を 各 コ ー ス に 挿 入 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
  踵 部 Ａ は 、 非 常 に 大 き な 負 荷 （ 体 重 ） が か か る の で 、 表 糸 に ３ ２ 番 手 単 糸 の 綿 糸 ４ 本 と
、 裏 糸 に ４ ０ デ ニ ー ル の ポ リ ウ レ タ ン 弾 性 糸 を 芯 糸 と し １ ５ ０ デ ニ ー ル の ポ リ エ ス テ ル フ
ィ ラ メ ン ト 糸 を カ バ リ ン グ し た シ ン グ ル カ バ リ ン グ 糸 と を 用 い て パ イ ル ル ー プ の 密 度 を 高
め 、 パ イ ル 編 で 編 成 し 、 足 が 着 地 し た 時 の 踵 部 に か か る 負 荷 （ シ ョ ッ ク ） を 軽 減 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
  更 に 、 踵 部 Ａ は 編 機 の シ リ ン ダ の 半 円 部 分 で 編 成 さ れ る が 、 編 成 位 置 に あ る 編 針 の 一 端
か ら 他 端 に 半 回 転 す る こ と で １ コ ー ス 編 成 さ れ る 。 こ の と き 、 カ ム リ ン グ が 位 置 し た 側 の
編 針 を １ 本 不 作 用 位 置 に 引 き 上 げ た 後 、 リ ン グ を 逆 転 し て 編 針 の 他 端 に も ど す 。 こ の 際 に
も こ の 側 の 編 針 １ 本 を 不 作 用 位 置 と す る 。 こ の 作 動 を 繰 り 返 す こ と に よ り 編 幅 が 次 第 に 狭
く な っ て い く こ と に な る が 、 本 考 案 の 実 施 例 で は 、 通 常 の 設 定 値 よ り １ ０ 目 多 い 部 分 か ら
編 成 さ れ る と こ ろ か ら 出 発 す る の で 、 図 １ に 示 す よ う に 、 通 常 の １ の 位 置 か ら 、 本 考 案 の
場 合 、 ２ の 位 置 か ら 出 発 し て １ コ ー ス 編 成 さ れ る の で 、 従 来 の 靴 下 よ り ゴ ア ラ イ ン Ｇ Ｌ が
深 く な り 踵 部 が 大 き く な り 、 ゆ っ た り し っ か り 踵 を 支 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
  土 踏 ま ず 部 Ｃ は 、 １ ８ ０ デ ニ ー ル の ポ リ ウ レ タ ン 弾 性 糸 を 芯 糸 と し 、 ７ ５ デ ニ ー ル の ポ
リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 糸 を カ バ リ ン グ し た シ ン グ ル カ バ リ ン グ 糸 と か ら な る メ ッ シ ュ 編
に 編 成 し 、 更 に 芯 糸 の １ ８ ０ デ ニ ー ル の ポ リ ウ レ タ ン 弾 性 糸 に ７ ５ デ ニ ー ル の ポ リ エ ス テ
ル フ ィ ラ メ ン ト 糸 を ダ ブ ル カ バ リ ン グ し た ダ ブ ル カ バ リ ン グ 糸 （ Ｄ Ｃ Ｙ ） を 各 コ ー ス に 挿
入 す る 。
  こ こ で 、 メ ッ シ ュ 編 と は 、 裏 糸 だ け を 平 編 に 編 成 し 、 表 糸 は 編 成 し な い で 挿 通 す る 組 織
で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
  足 首 部 の 前 側 と こ れ に 接 続 す る 足 甲 部 Ｅ は 、 前 記 メ ッ シ ュ 編 と パ イ ル 編 を 交 互 に 編 成 さ
せ て い る 。 す な わ ち 、 表 糸 に ３ ２ 番 手 単 糸 の 綿 糸 ３ 本 と 、 裏 糸 に ４ ０ デ ニ ー ル の ポ リ ウ レ
タ ン 弾 性 糸 を 芯 糸 と し １ ５ ０ デ ニ ー ル の ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 糸 を カ バ リ ン グ し た シ
ン グ ル カ バ リ ン グ 糸 と を 用 い て パ イ ル 編 を 編 成 す る 部 分 と 、 ４ ０ デ ニ ー ル の ポ リ ウ レ タ ン
弾 性 糸 を 芯 糸 と し １ ５ ０ デ ニ ー ル の ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 糸 を カ バ リ ン グ し た シ ン グ
ル カ バ リ ン グ 糸 と か ら な る メ ッ シ ュ 編 に 編 成 す る 部 分 と を 交 互 に 編 成 す る 。 こ れ に よ り 、
従 来 足 首 部 の 前 面 部 に で き る た る み （ し わ ） を 吸 収 す る 作 用 を す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
  足 の 甲 側 部 Ｄ は 、 シ ュ ー ズ で 締 め 付 け ら れ る の で 、 締 め 付 け を 緩 和 す る た め に パ イ ル 編
に 編 成 す る 。 糸 使 い は 、 表 糸 に ３ ２ 番 手 単 糸 の 綿 糸 ３ 本 と 、 裏 糸 に ４ ０ デ ニ ー ル の ポ リ ウ
レ タ ン 弾 性 糸 を 芯 糸 と し １ ５ ０ デ ニ ー ル の ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 糸 を カ バ リ ン グ し た
シ ン グ ル カ バ リ ン グ 糸 と を 用 い て パ イ ル 編 に 編 成 す る 。   
【 ０ ０ ２ ３ 】
  足 甲 側 指 付 け 根 部 Ｆ は 、 前 記 の メ ッ シ ュ 編 に 編 成 し て 足 指 の 股 の 通 気 性 を 促 進 し 、 む れ
を 防 止 し て 快 適 な 状 態 を 保 持 す る 。 メ ッ シ ュ 編 は 、 ４ ０ デ ニ ー ル の ポ リ ウ レ タ ン 弾 性 糸 を
芯 糸 と し １ ５ ０ デ ニ ー ル の ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 糸 を カ バ リ ン グ し た シ ン グ ル カ バ リ
ン グ 糸 か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
  足 裏 側 指 付 け 根 部 Ｇ は 、 足 甲 側 指 付 け 根 部 Ｆ と 同 様 に メ ッ シ ュ 編 に 編 成 す る 。 足 裏 側 指
付 け 根 部 Ｇ は 、 足 甲 側 指 付 け 根 部 Ｆ と 同 様 な 組 織 に 編 成 す る こ と に よ り 、 足 指 の 股 の 通 気
性 を 促 進 し 、 む れ を 防 止 し て 快 適 な 状 態 を 保 持 す る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
  な お 、 足 裏 側 指 付 け 根 部 Ｇ と 土 踏 ま ず 部 Ｃ と の 間 の 足 底 部 Ｌ は 、 パ イ ル 編 に 編 成 す る 。
糸 使 い は 、 表 糸 に ３ ２ 番 手 単 糸 の 綿 糸 ３ 本 と 、 裏 糸 に ４ ０ デ ニ ー ル の ポ リ ウ レ タ ン 弾 性 糸
を 芯 糸 と し １ ５ ０ デ ニ ー ル の ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 糸 を カ バ リ ン グ し た シ ン グ ル カ バ
リ ン グ 糸 と を 用 い て パ イ ル 編 に 編 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
  爪 先 部 Ｊ は パ イ ル 編 に 編 成 す る 。 糸 使 い は 、 表 糸 に ３ ２ 番 手 単 糸 の 綿 糸 ３ 本 と 、 裏 糸 に
４ ０ デ ニ ー ル の ポ リ ウ レ タ ン 弾 性 糸 を 芯 糸 と し １ ５ ０ デ ニ ー ル の ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン
ト 糸 を カ バ リ ン グ し た シ ン グ ル カ バ リ ン グ 糸 と を 用 い て パ イ ル 編 に 編 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
  ま た 、 爪 先 部 Ｊ は 、 踵 部 Ａ と 同 様 に 編 機 の シ リ ン ダ の 半 円 部 分 で 編 成 さ れ 、 編 成 位 置 に
あ る 編 針 の 一 端 か ら 他 端 に 半 回 転 す る こ と で １ コ ー ス 編 成 さ れ る 。 そ し て 、 半 回 転 毎 に 編
針 を １ 本 不 作 用 位 置 に 引 き 上 げ 、 作 動 を 繰 り 返 す こ と に よ り 編 幅 が 次 第 に 狭 く な っ て い く
こ と に な る が 、 通 常 シ リ ン ダ の 往 復 回 動 数 が １ ９ 回 程 度 で あ る が 、 本 考 案 の 実 施 例 で は 、
通 常 の 設 定 値 よ り ５ 回 程 度 少 な い １ ４ 回 程 度 に 設 定 す る の で 、 図 １ に 示 す よ う に 、 爪 先 部
Ｊ の ゴ ア ラ イ ン Ｇ Ｌ は 、 通 常 の も の よ り 小 さ く さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
  上 記 の よ う な 靴 下 の 編 成 は 、 ド ラ ム レ ス の フ ル コ ン ピ ュ ー タ を 備 え た 編 機 で 自 動 制 御 さ
れ な が ら 編 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
  図 ２ は 、 本 考 案 の 短 靴 下 の 他 の 実 施 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。 こ の 実 施 例 の 靴 下 は 、 表 糸
に 綿 糸 、 裏 糸 に 弾 性 糸 と ポ リ エ ス テ ル 糸 を 用 い 、 踵 部 Ａ は パ イ ル 編 を 、 踵 部 の 前 側 と こ れ
に 接 続 す る 足 甲 部 Ｅ は 交 互 に メ ッ シ ュ 編 と パ イ ル 編 を 、 土 踏 ま ず 部 Ｃ は メ ッ シ ュ 編 を 、 前
記 足 甲 部 の 前 側 Ｄ は パ イ ル 編 を 、 足 甲 側 指 付 け 根 部 Ｆ は メ ッ シ ュ 編 を 、 足 裏 側 指 付 け 根 部
Ｇ は メ ッ シ ュ 編 を 、 爪 先 部 Ｊ は パ イ ル 編 に そ れ ぞ れ 編 成 し た 靴 下 を 構 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
  こ の 実 施 例 の 各 部 位 の 糸 使 い は 、 第 １ 実 施 例 の も の と 同 様 で あ る た め 、 省 略 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 靴 下 の 一 実 施 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 靴 下 の 他 の 実 施 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
  １             本 考 案 の ゴ ア ラ イ ン の 端 部
  ２             従 来 の ゴ ア ラ イ ン の 端 部
  Ａ             踵 部
  Ｂ             足 首 部 前 面
  Ｃ             土 踏 ま ず 部
  Ｄ             足 の 甲 部
  Ｅ             足 首 部 前 面
  Ｆ             足 甲 側 指 付 け 根 部
  Ｇ             足 裏 側 指 付 け 根 部
  Ｊ             爪 先 部
  Ｋ             口 ゴ ム 部
  Ｌ             足 底 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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